
8月になると、こと座のベガ、わし座のアルタイル、はくちょう座のデネブでつくられる「夏の

大三角」が空の高いところに見え、南の空の低いところには、さそり座の心臓部分を担うア

ンタレスが赤く輝いています。また、東の空からは土星が昇ってきており、夏の星空にも賑

わいが出てきます。ペルセウス座流星群は１３日から１４日が見ごろとなり、月も下弦を過ぎ

た細い月なので、月明かりを気にせず観察できそうです。
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８月２７日に地球から見て太陽と反対側になり、

観察の好機をむかえる土星。

一番の特徴は、土星の周りを囲む巨大な「環」で

す。実は、土星以外にも太陽系最大の惑星である

木星や、天王星、海王星にも環は存在しますが、

小型の望遠鏡でもはっきりと見える環を持つの

は土星だけです。は土星だけです。

土星の環は、彗星や小惑星、衛星の破片が土星

のもつ強力な重力によって砕かれたものと考え

られており、そのほとんどは大小さまざまな大

きさの氷や岩の粒です。

環には、発見された順にアルファベットで名前

がつけられており、A環とB環の間には「カッシ

ーニの空隙」と呼ばれる隙間があります。望遠ーニの空隙」と呼ばれる隙間があります。望遠

鏡で見ると、細い線のように見えますが、実際

の幅はおよそ４７００キロメートルにもおよび

ます。

そんな土星の環は、惑星からおよそ２８万キロ

メートルまで広がっていますが、一方で環の厚

みはとても薄く、最もはっきり見えるA環やB

環でもおよそ１キロメートルと言われています。環でもおよそ１キロメートルと言われています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土星の環はおよそ１５年周期で傾きが

変わっており、その開き方が変化して

見えます。２０１７年ごろに環が最も開

いて見えていましたが、２０２３年は細

い楕円形に見えるようになり、２０２５

年には輪を真横から見る形になるため、

非常に薄い土星の環は見えなくなりま非常に薄い土星の環は見えなくなりま

す。土星を観察される際は、環の見え

方の変化にも注目して観察してみては

いかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

美しい環をもつ巨大な惑星　土星

土星の環が消える！？
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